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https://www.adrajpn.org/join/subscribeadra/
https://line.me/R/ti/p/@995iiqrj
https://congrant.com/project/ADRAJapan/16832/form/step1?spt_route=OYgZr1yKpy1qb37T
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「激しい揺れの中、私は子どもたち
の手をとり大通りに飛び出し、転げな
がら逃げました。2回目の揺れでは、家
の真ん中から大きな火柱が立ち上り、
家は全焼してしまいました」（被災地
の30代女性）

2025年3月28日にミャンマーで発
生したマグニチュード7.7の大地震と
300回を超える余震により、1,720万
人以上が影響を受けました。5,000人
以上が負傷、4,000人近くが命を落と
し、100人以上の行方は今もわかって
いません。

5月下旬現在、被災地域ではいまだ
に多くの人が耐震性の低い家に帰る
ことを恐れ、家よりも身の安全が確保
されるテントやブルーシートに覆われ
た小屋で過ごしています。学校校舎に
避難したままの人もいます。そのほか
にも食料や安全な飲み水の確保、衛
生環境の整備、心のケア、校舎の修
繕、学校の再開など、解決すべき課題
は山積みです。

ADRAは、地震発生直後から被害
の大きかった地域にチームを派遣し、
住民の皆さんの声に耳を傾けました。
その結果、多くの人々が「自分たちに
本当に必要なものを、自分で選べる支

援」を望んでいることがわかりました。
この声を受けて、ADRAは3月30日よ
り、現金給付支援を開始。これまで被
災地域の1,793世帯へ届けています。

妊娠中の女性はこう語ります。
「このような大変な時に支援してく

ださり、ありがとうございます。いただ
いたお金は、食べ物や簡易住居など、
生活の中で必要なことに充てさせてい
ただきます。悲しみの中にはあります
が、皆さまに感謝いたします」

現地の状況は、地域や家庭によって
異なります。避難場所を確保し、簡易
住居を作るためのブルーシートやロー
プなどの資材、寝具の要請が強い地域
もあれば、飲み水を確保することを最
優先に求めている地域もあります。食
料が必要な家庭がある一方で、調理
器具を求めている方もいます。現金給
付という、それぞれの状況に応じて手
にするものを選べる支援の方法によ
り、人々に、今の困難を乗り越える力を
届けることができます。

漁師の男性は言います。
「私たちは通常、漁業で1日に約

1,000から5,000チャット（日本円で
約70円から350円）の収入しか手に
入りません。家の再建は経済的に容易

ではないです。私たちの復興と再建の
ために、皆さんからのご支援とご協力
が必要です」

支援に希望を持ちながらも、また漁
に出て、自らの力で生活をしていきた
いという強い意志が言葉の中に滲

にじ
ん

でいます。
ADRAは引き続き被災地において

活動を続けていきます。現在、現金給
付に加え、現金では物資が手に入らな
い地域に向けて衛生用品の配付や、住
むところを失った世帯への仮設住居の
提供などの準備を進め、合計14,136
世帯を支えることを目指しています。

4月11日に国連人道問題調整事務
所（OCHA）が発表した、人道ニーズ
対応計画の緊急文書（Humanitarian 
Needs and Response Plan）では
今回の地震被災者支援で、特に支援
を必要とする110万人に向けて、2億
7500万ドル（約400億円）が必要と
発表されています。しかし、現在国際
社会から集まった金額は4,420万ド
ル（約64億円）と、必要額の2割以下
です。

皆さまのご支援が、多くの笑顔につ
ながります。引き続きのご支援を、どう
ぞよろしくお願いいたします。

ミャンマー地震 被災者支援募金のお願い

現金給付支援を受け取り、
笑顔になる女性

被災地域ではいまだに多くの人が支援を必要としています。生きる希望とちからを届
けることができるよう、皆さまからの温かいご支援をよろしくお願いいたします。「アドラ　
ミャンマー」で検索していただくか、右記のQRを読み込み、寄付ページからクレジット
カードか銀行振込にてご支援をお願いいたします。郵便振替は以下の通りです。

口座番号：00290-2-34169 　加入者名：（特活）ADRA Japan

支援がつないだ笑顔。
今も続く復興への道

※安全上の理由から、詳しい地名や名前は伏せております。
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https://congrant.com/project/ADRAJapan/16875/form/step1?spt_route=BW9cXNljQVNjwlNf&method=card&type=onetime&price=5000&utm_source=hikari&utm_medium=p4-5&utm_term=myanmar&utm_campaign=202506


ADRAスタッフが見た情景
The SCENE ADRAの支援の現場には、さまざまな「SCENE（シーン）」があります。

笑顔が生まれる瞬間、悩みながら進む日々、スタッフの心に響いた出来事…。
そんなリアルなひとコマを、このコーナーでお届けします。
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― ADRA Japanをお知りになったきっかけ
2021年度にウクライナの方に対する寄付を検討している際

に、世界最大のNGOの日本支部ということで、寄付先といたし
ました。
―  ADRA Japanとの関わりについて

2021年度に初めて寄付をしてから、ウクライナ人道支援へ
の寄付を続けています。ADRA Japan様が実施しているウクラ
イナの難民の方に対するさまざまな施策にも賛同し、協力をさ
せていただいています。また、今回のミャンマー地震被災者支援
に関しても、支援させていただきました。
― ADRA Japan の魅力や関わっていてよかったこと

海外支援活動に関して、今まで、弊社ではツールがありませ
んでした。ADRA Japanを通じて、寄付以外の形でも、微力なが
らも海外支援活動を応援することができるようになったことに

加え、活動報告も伺い、ウクライナ難民の実情等も知ることがで
きました。
― まだADRA のことをご存じない方へのメッセージ

ADRAは、世界約120か国に支部を持つ世界最大規模のNGO
ということで、世界の紛争・災害被災地や途上国において一人ひ
とりに寄り添う活動をされています。実際に、ADRA Japanの
方も海外各地で人道支援を行っておられます。私どものような
企業や個人が海外の現地において、直接サポートすることは困
難ですが、ADRA Japanを通じて支援することは可能ですの
で、ぜひ検討いただければと思います。
― ADRA Japan へのメッセージ

世界の困難な状況におかれている方々への支援活動をされ
ていることに改めて、深謝いたします。引き続き、弊社としても、
人道支援活動に協力していきたいと考えております。

ADRA Japanを支えてくださる企業をご紹介します！

株式会社ジャパンテクニカルソフトウェア様

2024年2月、私はアフリカ南部に位
置するジンバブエの北北西の外れ、
ニャミニャミ地区の村にいた。出張で
訪れたこの地で、他スタッフたちが宿
泊するフィールド事務所を離れ、一晩
だけ村在住の現地スタッフ、マンゴショ
の自宅に泊めさせてもらったのだ。

彼の家を訪れると、奥さんと息子、
娘、彼の家族が世話をしているという
14〜15歳ほどの女の子が私を迎え
入れる。口数少ないマンゴショとは違
い、好奇心が目の奥に光るおしゃべり
な奥さんとはすぐに仲良くなった。

子どもたちが寝静まった後、家の灯
りで照らされた闇を見つめながら軒先
に腰かける私の横に奥さんも並んだ。
私の日本での暮らし、お父さん子だと
いう彼女の父親についての会話の後
で、家の話題となった。
「案内しようか？」と彼女は言った。

こんな闇夜の中では、スマホのライト
を使っても大して見えないのだが、翌
早朝には出なければいけない私は「ぜ
ひお願い」と返した。マンゴショと結婚

して借家に住んだ後、購入した当地で
少しずつ家を建てて、完成したのはつ
い最近だった（2024年2月時点）。裏
手にも回り、鶏たちが眠る自前の鶏小
屋も見せてくれた。暗闇の中で案内を
してくれた彼女の表情は見えなかった
が、「我が家」の周りを歩きながら語る
彼女の声には誇らしさが溢れていた。

翌朝、出発前に奥さんが手作りのパ
ンを出してくれた。私が寝た後に焼い
てくれたそのパンの味はとても素朴
で、優しかった。軒先で熱いコーヒーと
パンを掻き込む私の傍で、子どもたち
が眠たい目をこすりながら起きてくる。
あっと言う間に出発の時間が近づき、
マンゴショの自慢の家の前に立ち、み
んなで写真を撮った。子どもたちに別
れを告げ、私はザックを背負い、マンゴ

ショと奥さんと共に、他スタッフたちが
待つ事務所に徒歩で向かった。事務所
までの道のりの半分ほどまで来ると、
奥さんが「私は家に戻らないと」と足
を止めた。一晩泊めてもらった心から
のお礼を伝え、またいつか会えるとい
いねと、ぎゅっとお別れのハグをした。

今から約1年前のこの時の記憶を
辿る度に、私の気持ちは温かくなる。
帰る場所があるということは幸せだ。
それは1日の終わりに戻る家かもしれ
ないし、長期間離れて帰る地元かもし
れない。私が出発したあの日も、マンゴ
ショは家族が待つ小さなクリーム色の
家に帰って、家族団欒の時間を過ごし
たのだろう。彼の家族はそんな当たり
前な幸せを私に思い出させてくれた。

（文責：高橋 睦美）

当たり前の幸せ

「当たり前の幸せ」の記事全文は、こちらのQRを読み取ることで、お読みいただけま
す。ADRAのWebページでは、この他にもスタッフによる個性豊かな記事を多く載せて
います。「アドラ　つぶやき」で検索し、ADRAのWebページへぜひお越しください。

ADRAのWebページのご案内

ADRAの支援の現場には、さまざまな「SCENE（シーン）」があります。
笑顔が生まれる瞬間、悩みながら進む日々、スタッフの心に響いた出来事…。
そんなリアルなひとコマを、このコーナーでお届けします。

アドラ
の
チカラ

2020年に創業50年を迎えた独立系ITソリューション企業。 
さまざまな分野のシステム開発を軸に、時代のニーズに応えている。
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https://www.adrajpn.org/staff_introduction/11486/


https://www.adrajpn.org/events/12020/
https://www.adrajpn.org

